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＊ 本年6月1日をもって、立川店ﾚｽﾄﾗﾝ街の運営を東神開発㈱に移管しました。

＊ 立川店の前年数値を調整し、分社化した4店の売上を含めた全18店計前年対比を実質数値として表記しております。

（前年比％）

＊大阪店には和歌山店・堺店、京都店には洛西店の売上を含む

＊横浜店には港南台店の売上を含む ＊立川店：実質-9.8%
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　東京店では、「石原裕次郎の世界」展（10/13～18）を開催、入場者数約8万人を記録し、入店客数
を伸ばした。また、10/20には婦人服・食料品をﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ。ﾃﾞﾆﾑｼｮｯﾌﾟ「ｲﾝﾃﾞｨｺﾞﾊﾞｰ」では、ｷｬﾘｱ
層や感度の高い団塊世代層にも人気を得て、2万円前後のｲﾝﾎﾟｰﾄｼﾞｰﾝｽﾞが1日40～50本ﾍﾟｰｽで売
れた。その他、京野菜をﾒｲﾝにした「八百一」（ｵｰﾌﾟﾝ後前年比3割増）や洋菓子「ｱﾝﾘ･ｼｬﾙﾊﾟﾝﾃｨｴ　ｻ
ﾛﾝ･ﾄﾞ･ﾃ」（前年比2割増）も好調に推移した。また、大阪店では10/27、食料品売場に「ﾛｰｽﾞﾏﾙｼｪ」が
ｵｰﾌﾟﾝ。ﾃﾞｲﾘｰ性を高めた生鮮食品やｸﾞﾛｯｻﾘｰの豊富な品揃えに加え、集中ｷｬｯｼｬｰﾚｼﾞの導入によ
り買い回りしやすい売場が好評を得て連日賑わっている。
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　法人事業は、新規大型物件の受注増により前年を上回り、通信販売事業は、衣料品の低迷に
より前年を下回った。
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　特選衣料雑貨(前年比+1.7%)、美術（同+22.8%)が前年を上回り、新宿店（同+8.8%)や東京店（同
+7.0%)において、冬物ｽｰﾂ・ｺｰﾄに動きがあった紳士服(同+0.3%)や紳士雑貨(同-0.6%)に回復が見ら
れた。その他は、婦人服(同-10.9%)、婦人雑貨(同-4.3%)、ﾍﾞﾋﾞｰ･子供(同-8.2%)、ﾘﾋﾞﾝｸﾞ(同-11.2%)な
どが低迷し、食料品(同-2.3%)も前年を下回った。

　10月度は、2度に渡る台風により、各店で閉店時間を繰上げた事もあり、入店客数・売上ともに低
迷、18店計実質前年比は-5.1%と前年を下回った。　ﾘﾆｭｰｱﾙにより玉川店や高崎高島屋が前年を
上回り、東京店が前年を確保したが、大阪店は前年10/7「なんばﾊﾟｰｸｽ」開業の反動や、改装工事
の影響がみられた。

総　計

食堂・喫茶
-6.8-2.6

婦人服・用品

食料品

 2004年10月度　髙島屋営業報告


